
北斗市立茂辺地小学校 校歌

校歌は、13代秋葉菊

次校長（大正6年から12

年まで在職）の時代に

制定。

当時在職中の隅田雄次

郎先生が使者として、函

館師範学校に赴き、作詞

・作曲を依頼した。

開校80周年記念式に

参列された隅田先生よ

り伺う。

北斗市立茂辺地中学校 校歌

１ 館は輝く 白銀の

雪にちりばむ

けがれなし

林はしげる 紅梅の

花にただよう

香りあり ２ 三階岳の いや高く

茂辺地の川の

とこしえに

花と雪とを 心にて

一日の業に

いそしまん

１ 牧場の朝の陽の光

希望の空を 仰ぎみて

若き熱意に いろどらる

わが学舎の 意気高し

２ 茂辺地の川の 果てしなく

希望の海を 夢にみて

若き生命に よみがえる

わが学舎の 意気高し

３ 三階岳の 峰遠く

希望の丘を 胸に抱き

若き血潮に 目覚めたる

わが学舎の 意気高し


